
第 1回 Neo-WT1樹状細胞療法研究会プログラム 

2020年 6月 13日（土） 

 

会長挨拶：杉山 治夫（大阪大学） 

 

演題 

1．ペプチドがんワクチンの開発の現状と将来 

  杉山 治夫（大阪大学） 

2．進行膵癌に対する Neo-WT1樹状細胞療法 

  小井戸 薫雄（慈恵医科大学） 

3．IFN樹状細胞および Neo-WTペプチドを用いたがんワクチンの安全性試験 

下平 滋隆（金沢医科大学） 

4．2019年当院の成績及び投与生細胞数と効果の関連に関して 

  田口 淳一（東京ミッドタウン先端医療研究） 

5．手術不能大腸癌に対する Neo-WT1樹状細胞療法 

  小林 正学（セレンクリニック名古屋） 

6．当院における Neo-WT1樹状細胞療法の経験 

辻村 貴弘・中村 光利（グランソール奈良） 

7．自由診療としての Neo-WT1樹状細胞療法の現状 

  古倉 聡（たけだ診療所） 

8．当院における Neo-WT-1 使用状況について 

  武田 力（大阪がん免疫化学療法クリニック） 

9．当クリニックにおける Neo-WT-1を用いた免疫療法の治療方針 

谷川 啓司（ビオセラクリニック） 

10．扁桃腺癌術後の患者に対し、Neo-WT1樹状細胞療法を行った一例 

  成宮 靖二（堂島リーガクリニック） 

11．Neo-WT1-DC＋オプジーボで著効した卵巣癌の１例 

  小角 卓也（セレンクリニック福岡） 

12．WT1ペプチド＋MUC1パルス樹状細胞を用いた膵臓癌切除後アジュバント治療：第 1/2a相試験 

  長井 一浩（長崎大学） 

 

以上 


